
上越市第５次総合計画 基本計画の見直しにおける市政運営方針の反映について（案） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

見直し範囲 

・市長交代に伴い、新たな市政運営の方針として「『すこやかなまち』づくりへの取組」が表明された。 

・「総合計画の基本理念・将来都市像」と「すこやかなまち」は、将来に向けたまちづくりを行う方向性

は同じである。 

・このことから、8年間の計画として市議会の議決を経て策定された基本構想については、現在の計画を

引き継ぐこととし、基本計画について見直しを行う。 
 

基本計画見直しにおける市政運営方針の反映について 

考え方 

・総合計画の「まちづくり重点戦略」と「『すこやかなまち』づくりへの取組」の概念・理念も同じであ

る。（おおむね左中段図のような対応関係にある。） 

・このことを踏まえ、今後４年間の戦略的なアプローチを「『すこやかなまち』づくりへの取組」に引き

継ぎ、“「『すこやかなまち』づくりへの取組」の強化”を今回の見直しの基本方針とし、平成 23年度か

ら平成 26年度までの新たな基本計画を、見直し版として作成する。 

具体的には 

・「すこやかなまち」づくりへの取組と分野別計画との関係を表した体系図を作成し、施策の重点化を明

確にする。（下図のようなイメージ） 

・「『すこやかなまち』づくりへの取組」を強化する視点で、重点的かつ分野横断的に取り組む施策の重点

化や事業の選定等を行い、分野別計画に位置付けたうえで、平成 26 年度までの主要な計画事業の一覧

（実施計画的なもの）を作成する。 

・毎年度の予算編成前に計画の進ちょく状況を評価・検証する、などの計画のローリングシステムを明確

にする。 
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分野別計画への反映 

・社会情勢の変化 

・政策・施策の評価 

・運用管理手法見直し 

○まちづくり重点戦略 

２ 市内の循環・交流による

「地産地消」の推進 

３ 広域的な交流による「上

越サポーター」の獲得 

５ 学びを生み出す空間をつ

くる「上越学」の確立 

１ 地域コミュニティでの交

流による「ご近所の底力」

の向上 

○「すこやかなまち」 
づくりへの取組 
への取組 

１ 信頼のおけるセーフティ

ネットの構築 

２ 新しい産業・雇用の創出 

３ 生活・都市基盤ネットワ

ークの最適化 

４ 暮らしを通じた「生きる

力」の習得 

４ にぎわいを生み出す空間を

つくる「まちの陣形」の強化 

平成 22 年 7 月 12 日 

第 1 回総合計画審議会 
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